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Daijob 外国籍人材雇用苦闘の歴史

一般社団法人 外国人雇用協議会ご参加の皆さまへ
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国内最大のバイリンガル専門転職サイトDaijob.com

✔英語でビジネスができる日本人 60%

✔日本語が話せる外国籍ビジネスマン 40%

★グローバル人材数 No.1
（登録会員数54万人、スカウト対象者9万7千人）

★グローバル IT人材数 No.1
（スカウト対象者5万1千人）

★グローバル求人件数 No.1
（常時1万件以上）

2018年でサービス開始20周年！

＊株式会社ESP総研による2017年度国内企業調査より

求人広告 人材紹介 合同説明会

弊社について
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なぜ外国籍人材が必要なのか？

１．Daijob.comというブランドイメージのため

２．どうしても英語ネイティブが必要な職種があるため

３．日本人の調達が困難な職種があるため

・英語サイトの運営
・Ruby on Railsでの開発
・海外でのプロモ

・海外企業、外資系企業との商談

・外国籍求職者対応
・海外アライアンス企業とのやりとり

・中国籍 ・韓国籍
・アメリカ籍 ・メキシコ籍
・ロシア籍 ・ウクライナ籍
・イギリス籍 ・オランダ籍
・オーストラリア籍 ・インド
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外国籍人材雇用苦闘の歴史

●外資の顔をした純日本企業時代（当時は残業、罵声当たり前、日本式朝会が毎日ある）

●強ナショナリズムの排除（〇〇人は〇〇だから・・・禁句）

●適材適所の人材配置（ミッションとスキルセットを明確にできない採用を制御）

●成果報酬型人事制度の導入（時間ではなく成果重視で評価）

●親会社のグローバル化が進む（社内書類、社内告知など）

●外国籍特別扱いを制御

日本人新卒多数採用にて
外国籍割合が低下

他社からの引き抜き
が激化
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外国籍従業員の退職理由

2016年以前 2016年以降

★業績を上げることができない

・特に営業職（日本での言葉の壁が高い）

★社内システムを利用するだけで疲れる

・稟議システムなども全てが日本語

★そもそも長年働く気が無い

・良い条件の会社があれば転職する

（日本人以外の傾向）

★他社からの引き抜き

・特にIT職種は国内企業だけでなく、海外

企業からのオファーが増える

★上司がリスペクトできない

・明確なアサインが無く、評価も曖昧

・学ぶべきものがない

環境や文化的な要因 日本人と同様の要因へ
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外国籍人材活用のポイント

●社内環境の整備

●採用時のポイント

✔過度なナショナリズムの排除

✔外国籍は全員外国人というセグメントでまとめないこと

✔外国籍が日本で働くことへの理解

✔マネジメント層の教育（日本式マネジメントの良い部分、良くない部分の理解をすること）

✔ロジカルに説明することができる評価システム

✔組織が一国に偏らないように注意（日本籍VS〇〇籍という構造にならないように）

✔よりバイカルチュラルな人材を採用する（TEAFNの様な試験での確認が必要）

✔バックグラウンド（リファレンス）の確認
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●海外のHR動向

●多文化コミュニケーション

●在留資格＆サポート

https://hrclub.daijob.com


